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退
職
者
連
合
第
27
回
定
期
総
会
は
、
7
月
19
日
、
お
よ
そ
１
５
０
人
の
代

議
員
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
人
見
一
夫
会
長
は
、
防
衛
三
文
書
改

訂
、
防
衛
予
算
の
大
幅
増
強
、
マ
イ
ナ
保
険
証
な
ど
国
民
の
支
持
を
失
っ
た

岸
田
首
相
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
退
連
の
課
題
と
し
て
、
組
織
拡
大
、
政

策
制
度
要
求
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
推
進
す
る
と
訴
え
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
総
会
で
、
草
野
秀
一
事
務
局
次
長
は
退
任
し
ま
し
た
。
畠

山
幸
子
常
任
幹
事
と
平
岡
良
久
幹
事
は
留
任
で
す
。

質
疑
討
論
で
は
、
日
退
教
の
池
田
啓
子
副
会
長
は
、
次
の
よ
う
に
発
言
を

し
ま
し
た
。

第
27
回
退
職
者
連
合
定
期
総
会
（
2
0
2
3
年
７
月
19
日
）

池
田
啓
子
副
会
長
の
発
言
概
略

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て
発
言
し
ま
す
。
76
年
前
に
結
成
さ
れ
た
日
教

組
の
全
国
闘
争
の
指
令
第
１
号
は
「
男
女
同
一
賃
金
」
の
闘
い
で
し
た
。
そ

の
後
も
、
産
休
、
育

休
、
女
性
退
職
勧
奨

反
対
な
ど
、
他
の
産

別
の
女
性
か
ら
も
力

や
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
女
性
の

権
利
確
立
に
と
り
く

ん
で
き
ま
し
た
。

女
性
割
合
の
多
い

私
た
ち
で
も
、
女
性

参
画
に
は
時
間
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
昨
年
9

月
に
亡
く
な
っ
た
本

村
富
美
子
さ
ん
の
尽

力
も
あ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
代
表
を
選
出

し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
委
員
会
を
設
置
し

て
、
参
画
と
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

日
本
の
政
治
や
経
済
分
野
で
の
女
性
参

画
の
遅
れ
は
明
ら
か
で
、
政
府
が

2
0
0
3
年
に
た
て
た
目
標
「
2
0
2
0

年
女
性
参
画
30
％
」
は
先
送
り
に
な
り
ま

し
た
が
、
よ
う
や
く
政
治
の
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
き
た
今
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

私
た
ち
の
組
織
か
ら
の
底
上
げ
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
、

弱
い
立
場
の
人
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て

の
人
を
生
き
や
す
く
し
、
貧
困
や
格
差
の

解
消
、
少
子
化
対
策
に
も
繋
が
る
と
思
い

ま
す
。

日
退
教
の
各
県
も
、
執
行

部
の
女
性
割
合
を
増
や
し
た

り
、
女
性
議
員
を
誕
生
さ
せ

た
り
、
ま
た
地
域
の
自
治
会

活
動
な
ど
も
含
め
、
前
へ
と

進
め
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
退
職
者
連

合
の
皆
様
と
と
も
に
、
足
元

か
ら
の
と
り
く
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、「
教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送

る
こ
と
の
な
い
よ
う
」
平
和
を
守
る
と
り

く
み
も
強
化
し
て
、
頑
張
る
こ
と
を
申
し

上
げ
て
討
論
と
し
ま
す
。

7
月
28
日
に
は
、
第
54
回
地
公
退
総

会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
役
員

改
選
で
は
、
引

き
続
き
竹
田

邦
明
会
長
が

選
出
さ
れ
ま

し
た
。
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退連・地公退の総会も終わる
日退教　2023～ 24年度役員
会　長 竹田邦明 神奈川高退

副会長

林　秀彦 北退教
畠山幸子 神奈川高退
坂田　勲 富山退
池田啓子 兵庫退
鍋島初美 福岡県退

事務局長 平岡良久 都高退

事務局次長
松淵　昂 岩手県退
山口正人 埼玉退 新
福澤富美代 日教組

会計監査委員
栗原郁子 埼玉退 新
秋久正行 鳥取県退 新
福井英利 徳島退

竹田邦明会長

池田啓子副会長

参加者募集します
福島学習の旅

11月5日（日）～6日（月）
原子力災害伝承館の語り部からの報告、
被災地めぐり、大熊町伝承館視察
参加費：20,000 円／募集人員 25 名

第12次沖縄交流団
11月23日（木）～24日（金）

南西諸島基地化反対県民集会、
辺野古基地座り込み

参加費：10,000 円／募集人員 20 名
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1
日
目
の
学
習
会
は
、
沖

縄
選
出
の
伊
波
洋
一
参
議
院

議
員
の「
琉
球
弧（
南
西
諸
島
）

の
軍
備
増
強
が
も
た
ら
す
も

の
」
と
い
う
講
演
で
あ
っ
た
。

講
演
の
骨
子
は
、
昨
年
12

月
、
岸
田
政
権
は
安
全
保
障

三
文
書
の
改
訂
を
閣
議
決
定

し
た
が
、
そ
の
結
果
か
ら
言

え
る
こ
と
と
し
て
、

1　

台
湾
有
事
が
即
、
日

本
有
事
と
な
り
日
中
戦
争
と

な
る2　

米
国
は
核
戦
争
を
避

け
る
た
め
の
作
戦
し
か
と
ら

な
い3　

米
国
は
ベ
ト
ナ
ム
、

イ
ラ
ク
戦
争
な
ど
の
経
験
か

ら
自
国
兵
の
犠
牲
は
望
ま
な

い
4　

自
衛
隊
の
２
千
発
近

い
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
配
備
計

画
は
中
国
の
軍
事
基
地
攻
撃

の
た
め

5　

日
本
が
先
制
攻
撃
を

行
い
、
中
国
か
ら
の
報
復
を

一
手
に
受
け
る
こ
と
に
な
る

6　

沖
縄
が
再
び
戦
場
に

な
る
こ
と
に
目
を
つ
ぶ
る

今
、
南
西
諸
島
に
自
衛
隊

基
地
の
整
備
・
強
化
が
次
々

と
進
め
ら
れ
戦
争
前
夜
に

な
っ
て
い
る
。
閣
議
決
定
で

憲
法
９
条
を
反
故
に
す
る
政

策
を
進
め
て
い
る
こ
と
は
安

倍
政
権
よ
り
も
ひ
ど
い
政
権

と
い
え
る
。

ま
た
、
安
保
改
定
三
文
書

に
対
し
て
の
大
き
な
反
対
運

動
は
な
く
、
嫌
中
の
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
は
多
く
流
さ
れ
て
い

る
。
戦
争
の
準
備
に
突
き
進

む
そ
の
行
き
先
は
、
突
発
的

な
軍
事
衝
突
で
あ
る
。
国
民

の
多
く
が
犠
牲
に
な
る
前
に
、

沖
縄
そ
し
て
日
本
を
二
度
と

戦
場
に
し
な
い
た
め
の
外
交

に
取
り
組
む
の
が
政
府
の
役

割
だ
。
米
国
の
覇
権
戦
略
に

飲
み
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、

日
中
共
同
宣
言
、
日
中
平
和

友
好
条
約
を
大
切
に
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
。

以
上
が
講
演
骨
子
だ
が
、

今
取
り
組
む
べ
き
は
中
国
や

北
朝
鮮
な
ど
と
の
戦
争
を
避

け
る
た
め
の
外
交
努
力
を
強

力
に
進
め
て
い
く
こ
と
だ
と

強
く
感
じ
た
。

２
日
目
は
、
普
天
間
飛
行

場
や
嘉
手
納
基
地
な
ど
を

回
っ
た
。
基
地
周
辺
の
延
々

と
続
く
フ
ェ
ン
ス
を
見
て
、

改
め
て
沖
縄
の
米
軍
基
地
の

広
大
さ
と
住
民
生
活
が
大
き

な
犠
牲
を
強
い
ら
れ
て
い
る

と
実
感
し
た
。

辺
野
古
で
は
ゲ
ー
ト
前
で

3
0
0
0
日
以
上
続
い
て
い

る
座
り
込
み
抗
議
行
動
に
参

加
し
た
。
辺
野
古
新
基
地
建

設
の
大
き
な
問
題
と
し
て
大

浦
湾
の
自
然
を
破
壊
し
、
広

大
な
海
草
藻
場
や
ジ
ュ
ゴ
ン

な
ど
の
生
息
域
を
埋
め
立
て

て
い
る
他
に
、
軟
弱
地
盤
の

厚
さ
が
最
大
で
60
ｍ
も
あ
り
、

埋
め
立
て
た
後
の
地
盤
沈
下

は
避
け
ら
れ
な
い
中
で
の
、

無
謀
な
工
事
が
強
行
さ
れ
て

い
る
実
態
を
目
の
当
た
り
に

し
た
。

ま
た
、
ゲ
ー
ト
前
で
座
り

込
み
行
動
を
し
て
い
た
ら
、

突
然
、
白
マ
ス
ク
に
黒
メ
ガ

ネ
の
機
動
隊
員
が
現
れ
、
強

制
退
去
さ
せ
ら
れ
た
が
、
地

元
の
人
は
最
後
ま
で
抵
抗
し

抱
え
ら
れ
て
排
除
さ
れ
た
。

辺
野
古
住
民
の
基
地
建
設
阻

止
の
ゆ
る
ぎ
な
い
決
意
を
感

じ
た
。

沖
縄
現
地
訪
問
を
通
し
て

新
聞
、
テ
レ
ビ
報
道
で
は
知

り
得
な
い
、
厳
し
い
沖
縄
の

現
実
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

台
湾
有
事
で
、
米
国
が
自
分

た
ち
を
犠
牲
に
し
て
本
当
に

戦
う
の
か
、
日
中
で
米
中
の

代
理
戦
争
と
な
る
の
で
な
い

か
、
そ
の
場
合
、
真
っ
先
に

戦
場
に
な
る
の
は
沖
縄
で
、

そ
の
後
、
日
本
中
が
戦
争
に

巻
き
込
ま
れ
荒
廃
し
て
い
く

の
で
な
い
か
と
大
き
な
危
機

感
を
持
っ
た
。

戦
争
準
備
に
突
っ
走
る
政

府
に
歯
止
め
を
か
け
、
戦
争

を
回
避
す
る
た
め
の
外
交
努

力
を
最
優
先
に
す
べ
き
と
感

じ
た
沖
縄
交
流
団
の
旅
で

あ
っ
た
。

私
た
ち
は
「
島
根
原
発
稼

働
の
是
非
に
つ
い
て
、
住
民

投
票
で
意
思
を
示
す
こ
と
が

大
切
」
と
考
え
、
住
民
投
票

条
例
制
定
を
米
子
市
・
境
港

市
に
求
め
運
動
を
展
開
し
て

き
た
。
こ
れ
は
、
立
地
自
治

体
の
島
根
県
に
も
広
が
り
、

県
境
を
跨
い
で
同
時
期
に
住

民
投
票
条
例
を
求
め
た
の
は

全
国
初
と
な
っ
た
。

2
0
2
1
年
末
か
ら
署
名

活
動
に
入
り
、
米
子
市
で
は
、

有
効
署
名
数 

１
３
、
3
6
4

筆
（
法
定
署
名
数
の
5
・
46

倍
）、
境
港
市
で
は
、
3
、

1
3
4
筆
（
5
・
54
倍
）
の

署
名
を
提
出
し
た
が
、
両
市

議
会
で
否
決
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
首
長
は
国
や
中

住
民
投
票
を
求
め
た
運
動
か
ら

島
根
原
発
住
民
投
票
条
例
を
求
め
る
運
動

か
ら
島
根
原
発
2
号
機
運
転
差
止
仮
処
分

裁
判
へ

鳥
取
県
退
教　

西
部
地
区
幹
事　

後
藤　

譲

第
11
次
沖
縄
交
流
団（
3
月
21
日
～
22
日
）

に
参
加
し
て

岩
手
高
退
連　

上
田　

高
（
初
参
加
）
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国
電
力
に
迎
合
し
、
地
方
自

治
を
自
ら
放
棄
す
る
問
題
発

言
を
し
、
米
子
・
松
江
市
長

は
と
も
に
再
稼
働
の
「
責
任

を
住
民
に
押
し
付
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
言
い
、
住

民
が
求
め
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
住
民
投
票
を
拒
否
し
た
。

こ
れ
ら
は
重
大
な
過
ち
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

島
根
原
発
2
号
機
は
、
昨
年

3
月
鳥
取
県
知
事
、
6
月
島
根

県
知
事
の
再
稼
働
容
認
表
明
に

よ
り
、
来
年
早
々
に
は
再
稼
働

す
る
情
勢
に
あ
る
。
原
子
力
規

制
委
員
会
は
「
苛
酷
事
故
は
起

こ
ら
な
い
と
は
言
え
な
い
」
と

繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。
住
民

の
「
原
発
事
故
の
リ
ス
ク
を
感

じ
な
が
ら
生
活
し
た
く
な
い
」

「
こ
の
自
然
豊
か
な
山
陰
の
地

を
残
し
た
い
」
と
い
う
当
然
の

思
い
か
ら
、
島
根
原
発
2
号
機

運
転
差
止
仮
処
分
裁
判
を
起
こ

し
た
。

島
根
原
発
1
・
2
号
機
の

運
転
差
止
訴
訟
は
1
9
9
9

年
か
ら
24
年
も
続
い
て
い
る
。

一
審
松
江
地
裁
は
敗
訴
、
そ

し
て
広
島
高
裁
で
の
控
訴
審

３
月
10
日
仮
処
分
申
立
て
へ

が
続
い
て
い
る
。
今
回
の
仮

処
分
裁
判
は
、
差
し
止
め
判

決
が
出
る
と
即
時
有
効
と
な

り
、
来
年
の
再
稼
働
に
ス
ト
ッ

プ
が
か
か
る
。
当
然
中
国
電

力
は
異
議
申
し
立
て
を
行
う

と
思
わ
れ
る
が
、
本
訴
と
違

い
、
こ
の
間
は
運
転
が
止
ま

る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
裁
判
の
5
点
の
争
点
：

①
島
根
原
発
敷
地
境
界
か

ら
1
・
3
㎞
の
至
近
距
離
の

宍
道
断
層
の
地
震
動
評
価
の

問
題
だ
。
こ
の
活
断
層
は
島

根
原
発
の
建
設
当
時
に
中
国

電
力
は
「
な
い
」
と
言
っ
て

い
た
が
、
私
た
ち
の
指
摘
に

よ
っ
て
、
8
㎞
（
1
審
開
始

当
初
）、
22
㎞
と
伸
び
、
現
在

で
は
39
㎞
ま
で
中
国
電
力
と

国
は
認
め
て
い
る
。
原
発
の

近
く
に
活
断
層
が
あ
る
場
合
、

地
震
動
を
評
価
す
る
際
は
「
さ

ら
に
十
分
な
余
裕
」
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。

②
中
国
電
力
は
、
8
2
0

ガ
ル
の
基
準
地
震
動
を
策
定

し
て
い
る
が
、
地
震
観
測
網

が
整
備
さ
れ
た
20
年
間
で

1
0
0
0
ガ
ル
を
超
え
る
地

仮
処
分
で
何
を
訴
え
る
か

震
動
は
17
回
、
時
に
は

2
0
0
0
ガ
ル
を
超
え
る
地

震
動
す
ら
記
録
さ
れ
た
。

2
0
0
0
年
の
鳥
取
県
西
部

地
震
1
1
4
2
ガ
ル
、

2
0
1
6
年
の
鳥
取
県
中
部

地
震
は
1
4
9
4
ガ
ル
が
あ

り
、
8
2
0
ガ
ル
と
い
う
値

が
あ
ま
り
に
も
小
さ
い
こ
と

を
訴
え
て
い
る
。

③
中
国
電
力
は
大
噴
火
に

つ
い
て
、
大
山
と
三
瓶
山
の

2
つ
を
評
価
し
て
い
る
。
三

瓶
山
の
大
噴
火
で
は
最
大
降

灰
を
56
㎝
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、
約
11
万
年
前
に
発
生

し
た
大
噴
火
で
は
1
0
0
㎝

を
超
え
る
降
灰
が
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
地
層
が
発
見
さ
れ

て
い
る
。
中
国
電
力
は
、
こ

れ
を
想
定
し
て
い
な
い
。
ま

た
、
火
山
ガ
イ
ド
の
不
合
理
性

が
、
こ
の
よ
う
な
評
価
を
許
し

て
い
る
点
も
訴
え
て
い
る
。

地図　三瓶山噴火の影響範囲
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◆
編
集
後
記
◆

「
ジ
ン
ム
、
ス
イ
ゼ
イ
、
ア
ン
ネ

イ
、
イ
ト
ク
、
コ
ウ
シ
ョ
ウ
、
コ
ウ

ア
ン
…
」
小
学
校
高
学
年
の
時
の
担

任
は
滔
々
と
歴
代
天
皇
の
名
を
暗
唱

し
た
。
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
を
思
い
出

し
た
か
と
い
う
と
、
ち
ょ
っ
と
前
だ

が
「
子
ど
も
た
ち
は
『
君
が
代
』
の

歌
詞
を
暗
記
し
て
い
る
か
」
と
い
う

調
査
を
大
阪
府
吹
田
市
教
育
委
員
会

が
市
内
の
全
小
中
学
校
に
実
施
し
て

い
た
と
い
う
記
事
を
ネ
ッ
ト
で
読
ん

だ
か
ら
で
あ
る
。

調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
今
年
三

月
、
市
議
会
議
員
の
求
め
に
応
じ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。
複
数
の
教
職
員

組
合
が
「
国
歌
の
強
制
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
」「
思
想
・
信
条
の
自
由

を
脅
か
す
」
な
ど
と
抗
議
の
声
を
あ

げ
た
と
い
う
の
は
当
然
だ
が
、
な
ん

と
調
査
は
二
〇
一
二
年
か
ら
始
め
ら

れ
て
い
て
今
回
で
五
回
目
に
な
る
と

い
う
。
い
ず
れ
も
同
じ
自
民
党
市
議

の
質
問
に
答
え
る
た
め
だ
っ
た
と
い

う
が
、
こ
れ
ま
で
一
〇
年
以
上
も
問

題
が
表
面
化
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も

空
恐
ろ
し
い
。
こ
う
い
う
調
査
を
繰

り
返
す
こ
と
で
、
児
童
生
徒
に
「
君

が
代
」
を
暗
記
さ
せ
刷
り
込
む
、
戦

前
の
国
家
主
義
教
育
を
連
想
す
る
の

は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。�

（
М
）

④
国
の
立
地
審
査
指
針
は
原
発
が

人
口
密
集
地
帯
か
ら
離
れ
て
い
る
こ

と
を
規
定
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

島
根
原
発
の
30
㎞
圏
内
人
口
は
約
46

万
人
に
も
及
び
、
隔
離
要
件
を
満
た

し
て
お
ら
ず
、
全
国
の
原
発
立
地
点

で
は
3
番
目
に
多
い
人
口
だ
。

⑤
原
発
で
重
大
な
事
故
が
起
き
た

際
の
「
広
域
避
難
計
画
」
は
、
実
効

性
に
欠
け
る
と
訴
え
て
い
る
。
計
画

で
は
、
P
A
Z
（
原
発
事
故
が
発
生

し
た
場
合
、
直
ち
に
非
難
す
る
範
囲
）

内
住
民
が
避
難
す
る
間
、U
P
Z
（
事

故
に
備
え
て
非
難
の
対
策
を
準
備
す

る
範
囲
）
内
住
民
は
屋
内
退
避
を
強

い
ら
れ
る
が
、
大
地
震
が
起
き
た
場

合
、
家
屋
や
道
路
の
損
壊
に
よ
っ
て

住
民
の
避
難
は
困
難
と
な
る
可
能
性

が
高
い
。
も
と
も
と
被
曝
防
護
の
効

果
が
薄
い
屋
内
退
避
（
特
に
木
造
家

屋
）
で
は
、
一
層
被
曝
を
招
く
結
果

と
な
っ
て
し
ま
う
。

3
月
10
日
、
河
合
弘
之
弁
護
士
や

脱
原
発
全
国
弁
護
団
は
広
島
高
裁
松

江
支
部
へ
申
立
書
を
提
出
し
、
記
者

会
見
と
決
起
集
会
を
し
た
。
申
立
人

か
ら
は
「
や
っ
と
、
こ
の
日
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
。」「
私
達
住
民
の

避
難
は
困
難
を
極
め
る
」
と
、
移
住

の
不
合
理
性
を
訴
え
、
再
稼
働
を
止

全
国
の
仲
間
の
支
援
を
も
と
に

め
た
い
と
力
強
く
決
意
を
述
べ
た
。

決
起
集
会
に
は
、
島
根
・
鳥
取
、
広

島
か
ら
駆
け
つ
け
た
人
々
の
「
必
ず

再
稼
働
を
止
め
た
い
」
と
い
う
熱
い

思
い
で
溢
れ
か
え
っ
た
。

今
後
、約
1
年
か
け
た
裁
判
で
「
仮

処
分
を
認
め
る
」
を
勝
ち
取
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

日
退
協
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
の
仮

処
分
裁
判
に
対
し
て
も
カ
ン
パ
を
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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収入　566 万円
（繰越金360万円、カンパ・利息で206万円）

支出　562 万円
地震・台風126万円（福島、石川、新潟、福井、大分、鹿児島）、沖縄闘争80万円、ウクライナ22万円、

トルコ・シリア地震20万円、反原発10万円、動員16万円、次年度繰越金288万円
カンパ、ありがとうございました。（振込み手数料など省略）

日退教　2022年度のカンパ報告　（万単位まで）

カンパのお願い
皆様からの財政的なご支援を引き続きお願いいたします。

団体ご寄付：一口 10,000円～
個人ご寄付：一口　1,000円～

振込先（郵便振り込み）
口座番号　０１３００－１－６１１８７
口座名義　島根原発差止訴訟原告団


